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奈良会議所ニュース昭和56年10月10日(毎月1回10日発行)
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今いくよ・くるよ田端義夫

◎追記お手数な力'ら、ご出席のご老Π合を同封返信用<ガキに
よりご通知下さるようぉ願いします
ご来凱の際は'受イ寸に本オ犬少寸筒をお渡し下さ
己念大会、大会アトラクションにご出席の方に記念品をおi度

し致します

当日は、とくに駐車,昜の半イ鞠はいたしておりませんのて
通機関をご利用の上ご来臨j場りますようぉ厘頁い攸します

、、
'

芋

一

.

赴

1 98 1.10

闇 、丁1,.ー,[鴫."
,"

:.-Y・、:^
'

^

151.3

^,

冒
1、

割"、

.

創立35周年記念大会

ご案内・

「マイナスからプラスヘ」

労働時間の特例廃止について

マル経審査委員決まる・・・ー

青年部・友好倶楽部だより・・・

企業経営のカンどころ

「計画があると余裕が生まれる・・・
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お問い合はせー・ー
奈良公共職業安定所

職業紹介係まで
TEL 24-5501
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経理事務
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ビル管理
ポイラー技士

放射線技術

43

6

女

験

税の処分に不服のある時は

申立てを

婦人下訂
生産贇理

47
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活版印刷
機械工 24年

f
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(9月)
推せん件数 17件
ガ金額 4,300万円

本

経理21年

調理手伝

60

9

130,000

放牙1線技師35年

人

●釜

29

10

職業紹介状況(8月)学卒・パートを除く(奈良公共職業安定所)

勤務時閻
(体日)

250,000

婦人服パタン十一
3年

昭和56年10月10日(毎月1 回10日発行)

作
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の
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摘塾

般事務

200,000
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61
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項

客

9:00~17
(日・祝)

月

2,798

170,000

8月

給食手伝卜5年

1

55

目

勤務地
(通・住)

件数

8:00 ~]フ:00
(日・;兄)

00

150,000

8 月

軽作業15年

55

奈良近辺
(通)

6,029

9:00~17
(日・ 1兄)

説
剛

00

前年同月

14

120,000

(内整理を含む負債1,咽万円以上)帝国データーバンク

事務10年

金

奈良近辺
(通)

規椣

村

9:00~17
(日・祝)

脱

100,000

13

剛イi

額

住

奈良近辺
(通)

亥力

不問

9:00~17
(日・;兄)

区分
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・・・・・・・ 12

00
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8{意6,100万円

80,000

所

奈良市消費者物価指数 7月

30億円

求
人

不問

タンナー

奈良市

9:00~17
(日・"ι)

奈良市
(通)

00

配偶者
の有'曳委

交力

"哉

80,000

項

レーサー

求職名

人

言巽,
不問

奈良市

8:00~17
(日・,兄)

奈良市
(通)
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1
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総

奈良市
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(日・祝)
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(通)

計

00

学歴

人.伯

5月

不問

生駒市

9:00~17
(日・祝)

高卒(電気科)
ポイラー2級普通車免

奈良市
(通)

有

00

895
1,906

. 資格

上男・牢

不問

生駒市
(通)

男

]39.3

奈良市

有

00

対前月比

217

中卒普通小免

6月

999
4,516

不問

奈良市

奈良市
(通)

有

00

575
1.205

高中退

備

524

女

不問

生駒市
(通)

139.フ

対前年
同月比

奈良市

有

208

131

印召和50年=100)

打

0.1

旧中坤

0.42

503
2,263

不問

生駒市

320

前年比0

大卒当・門学才交卒

701

食料

264

不問

奈良市

有

高宇:
服飾専門学校

3.5

124

0.3

86

0.53

496
2,253

乗客数

30.0

生駒市

有

式,5Nιt
トレース学校通学

1.3

住居

260

129.6

22.6

有

3.6

11.9

84

高小卒

0.31

摘要

8月

△ 2.6
9.9

有

月別

旧小卒

光

134.8

131.6

10.6
△0.03

国鉄奈良駅
(国鉄奈良駅・奈良交通)(人)

旧中卒

(総理府統計局)

7

乗

被服

]33.9

171.8

月

8

奈良交通名所めく、リ

客

月

430,601

雑費

135.8

171.8

奈良公

奈良県倒産状況

乗客

464,282

奈良・法隆寺
西ノ京
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来
る
十
月
二
十
一
日
、
県
文
化
会

館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
創
立
錫
周

年
記
念
大
会
及
び
大
会
ア
ト
ラ
ク
シ

ヨ
ン
」
を
開
催
致
し
ま
す
。
是
非
ご

来
場
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
▼
さ
て
、
当
所
は
昭
和
二
十
一
年

と
い
、
つ
ま
さ
に
戦
後
の
混
乱
期
に
産

声
を
あ
げ
、
そ
の
後
、
幾
多
の
変
遷

を
経
て
今
や
三
十
五
才
。
い
わ
ぱ
"
壮

年
0
に
入
っ
た
わ
け
で
す
▼
目
ま
ぐ

る
し
く
変
わ
る
経
済
情
勢
に
と
も
な

、

当
所
の
果
た
す
役
割
も
増
々
重

い責
を
加
之
つ
つ
ぁ
り
ま
す
。
▼
創
立

闘
周
年
と
い
う
節
目
を
大
事
に
し
今

後
増
々
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
貝
並
ぴ
に
関
係
各
位
の
ご

協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。
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0
受
付

9
記
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大
会

式
典
の
部

会
員
総
会
の
部

0
大
会
ア
ト
ラ
ク
シ
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歌
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万
才

歌
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謁
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地
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奈
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編
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創
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鉐
周
年
を
迎
え
て
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こ
こ
に
奈
良
商
工
会
議
所
創
立
三

十
五
周
年
四
芙
会
を
迎
え
る
に
当

丁
言
お
祝
い
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申

りし
上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
れ
ば
、
当
奈
良
商
工
会

議
所
は
、
今
か
、
わ
二
十
五
年
前
、
戦

後
の
混
乱
去
り
や
ら
ぬ
悪
条
件
の
な

か
に
、
経
済
界
の
先
覚
者
の
方
々
に

、

よ
っ
て
奈
良
県
商
工
会
議
所
と
し
て

昭
和
二
十
一
年
十
月
に
創
立
さ
れ
ま

し
大そ

れ
以
来
三
十
五
年
の
長
き
に
力

た
り
幾
多
経
済
界
の
変
遷
に
対
処
し

て
数
々
の
苦
難
に
遭
遇
し
な
か
ら
も

こ
れ
を
打
開
し
て
、
常
に
商
工
業

者
の
指
導
育
成
の
た
め
「
親
し
め
る

頼
れ
る
み
ん
な
の
商
工
会
議
所
」
と

し
て
地
域
商
工
業
の
発
展
に
寄
与
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

い
ま
、
我
々
か
そ
の
果
た
し
て
こ

,
わ
れ
た
多
く
の
業
績
と
と
も
に
、
輝

か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
築
か
れ
て
、

今
日
の
商
工
会
議
所
の
威
容
に
接
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
は
ま
こ
と

奈
良
商
1
会
議
所

小
林
茂
市

会
頓に

慶
賀
に
堪
え
な
い
次
第
で
あ
り
ま

す
。

こ
こ
に
会
議
所
の
使
命
を
成
し
遂

げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
歴
代
会
頭
並
び

に
役
員
議
貝
職
貝
の
方
々
に
対
し
、

深
く
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。今

や
奈
良
市
は
、
人
口
三
十
万
を

数
え
近
畿
圈
に
お
け
る
中
核
都
市
と

し
て
発
展
し
て
お
り
、
確
固
た
る
国

際
文
化
観
光
都
市
と
し
て
の
地
位
を

占
め
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
に
伴
う
大
型
店
の
集
中
出
店

の
た
め
の
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、

中
小
企
業
の
近
代
化
を
一
層
促
進
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
又
奈
良
市
内

の
商
店
街
の
活
性
化
の
た
め
に
も
、

地
城
商
工
業
構
造
ビ
ジ
,
ン
の
策
定

を
研
究
し
、
長
期
的
な
展
望
に
立
っ

た
振
興
計
画
を
も
っ
て
地
場
産
業
の

振
興
発
展
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
と

ぢ
、
え
ま
す
。

更
に
三
年
目
を
迎
え
た
倒
産
防
止

特
別
翻
事
業
§
呂
安
定
特
別
相

談
室
)
の
推
進
を
図
っ
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

又
、
中
小
企
業
相
談
所
に
お
い
て

は
、
経
営
指
導
員
を
強
化
し
、
各
種

相
談
指
導
事
業
を
穏
的
に
実
施
し
、

小
規
模
企
業
の
振
興
に
多
大
の
成
果

を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

関
西
の
復
権
を
願
、
つ
た
め
に
も
、

国
際
文
化
観
光
都
市
奈
良
と
し
て
特

に
、
地
方
の
時
代
と
し
て
の
見
直
し

を
考
え
る
時
が
来
て
い
る
と
考
え
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

年
間
千
四
百
五
十
万
人
に
も
及
ぶ

内
外
の
観
光
客
に
古
都
の
良
さ
と
憩

を
提
供
し
て
い
る
こ
と
を
誇
り
と
し
、

当
市
の
担
う
役
割
は
精
神
的
、
文
化

的
な
面
で
日
本
の
ふ
る
さ
と
奈
良
を

広
く
海
外
に
も
知
わ
し
め
る
必
要
か

あ
り
ま
す
。
こ
、
つ
し
た
こ
と
か
ら
昭

和
五
十
二
年
七
月
奈
良
観
光
調
査
特

別
委
員
会
を
設
置
し
て
「
奈
良
の
観

光
ビ
ジ
ョ
ン
L
 
を
作
成
中
で
あ
り
ま

す
。幸

い
関
西
新
空
港
の
建
設
に
対
応

し
て
サ
ミ
ッ
ト
級
の
国
際
会
議
が
開

催
可
能
な
会
議
場
を
建
設
す
る
構
想

が
あ
る
や
に
開
き
及
ん
で
い
ま
す
が
、

そ
の
実
現
を
強
く
期
待
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

会
議
所
本
来
の
目
的
を
逹
成
す
る

た
め
に
も
そ
の
財
源
は
、
会
員
の
会

費
収
入
が
唯
一
の
収
入
で
あ
り
会
貝

3

,

の
増
強
を
は
か
り
財
源
確
保
に
ょ
り

一
層
飛
躍
を
願
、
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
記
念
大
会
の
機
会
を
通
じ
て

特
に
会
貝
増
強
に
つ
い
て
ご
理
解
を

賜
り
た
い
と
希
望
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。ご

承
知
の
と
お
リ
商
工
会
議
所
は

。
企
業
を
育
て
地
域
を
伸
ば
す
"
こ

と
を
所
是
と
し
て
、
商
工
会
議
所
法

に
基
づ
き
、
地
城
商
工
業
の
総
合
的

な
改
善
発
展
を
図
り
、
社
厶
三
般
の

福
祉
増
進
に
資
し
、
我
が
国
商
工
業

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
、
地
城
経
済
総
合
団
休
と
し
て

の
指
導
機
関
で
あ
り
ま
す
。

昨
今
著
し
く
景
気
か
低
迷
し
て
い

る
だ
け
に
商
工
会
議
所
の
使
命
は
一

層
重
要
の
度
を
増
し
て
い
る
の
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
に
伴
う
責
任
も
大

な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ど
、
つ
か
今
後
と
も
会
議
所
本
来
の

使
命
達
成
の
た
め
ま
い
進
い
た
す
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
関
係
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
一
層
の
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
ま

こ
と
に
粗
辞
で
あ
り
ま
す
が
お
祝
い

の
こ
と
ぱ
と
い
た
し
ま
す
。

終
戦
の
溢
乱
期
の
中
で
岻
々
の
声
を
上
げ
た
当
所
も
本
年
で
三
十
五
周

年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
来
る
十
月
二
十
一
日
に
は
表
紙
掲
載
の
と
お

り
記
念
大
会
並
び
に
大
会
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

(

さ
て
、
当
日
は
、
案
内
状
に
記
載

の
と
お
り
、
記
念
大
会
及
び
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
二
部
構
成
に
な
っ
て
お

回
回

【
お
詫
び
】
大
会
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

印
蔵
予
・
疋
の
秋
ひ
と
み
か
肌
合
こ
よ

り
小
頗
て
き
ナ
'
く
ナ
'
り
ま
し
た
。

ご
了
が
く
た
さ
る
よ
う
お
願
い
散
し

ま
す

挙
行
。
引
続
き
、
当
所
会
員
二
千

五
0
0
余
名
の
総
意
を
結
集
し
た
大

会
決
議
が
採
択
さ
れ
る
。

記
念
大
会
終
了
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ヨ
ン
で
は
「
オ
ッ
ス
」
の
か
け
声
で

お
馴
染
み
の
。
、
ハ
タ
ヤ
ン
"
こ
と
田

三
十
五
周
年
を

迎
え
る
に
当
り

創
立
闘
周
年
慰
事
業
委
貝
会

委
貝
長

〆
〆

近
東
弘
七

只
今
の
日
本
経
済
は
高
度
成
長
で
肥
満
体
と
な
り
財

政
と
行
政
は
動
脈
硬
化
と
糖
尿
病
の
重
症
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
行
革
な
し
で
は
明
日
の
日
本
の
夜
明
け
は
来
な

い
と
い
、
つ
の
が
大
方
の
一
致
し
た
見
方
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
に
当
商
工
会
議
所
も
苦
難
を
超
え
重
要
課

題
を
抱
き
つ
つ
三
十
五
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
ご
同
慶
の
極
み
と
感
謝
い
た
し
且
責
任
の
重
大
さ

開
崔

一
部
の
記
念
大
会
で
は
当
所
議
員

り職
員
表
彰
の
ほ
か
、
 
9
月
幻
日
に
内

定
し
た
優
良
従
業
員
の
表
彰
式
を

2

(

七
光

端
義
夫
が
タ
ッ
プ
リ
演
歌
を
聞
か
せ

る
ほ
か
、
今
人
気
絶
頂
の
漫
才
コ
ン

、

ビ
・
今
い
く
よ
・
く
る
よ
が
軽
妙
な

話
術
を
披
露
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

,

る
0な

お
、
当
記
念
大
会
へ
の
出
欠
の

お
返
事
は
お
早
め
に
同
封
返
信
ハ
ガ

キ
で
通
知
く
だ
さ
る
よ
、
つ
ぉ
願
い
致

し
ま
す
。

社
団
法
人
奈
良

Π

創
県
商
工
会
議
所
の
設
立
(
創
立

会
員
総
厶
巴

S
部
・
 
2
 
事
務
局
を
東
向
中
町
大

和
経
済
倶
楽
部
内
に
移
転

新
商
工
会
議
所
法

S
飴
・施

行

S
四
・
 
2
・
 
1
 
特
殊
法
人
奈
良

県
商
工
会
議
所
と
し
て
再
出
発

S
託
・
 
5
 
「
商
工
会
の
組
織
等
に

関
す
る
法
律
」
の
公
布

S
開
・
円
商
工
会
議
所
法
の

"

改
正
、
地
区
を
全
県
区
よ
り
奈

良
市
内
に
改
め
名
称
を
奈
良
商

工
会
議
所
に
改
め
る
。

S
訂
・
 
7
 
奈
良
県
商
工
会
議
所
連

合
会
結
成

S
関
・
吃
奈
良
福
祉
事
業
協
同
組

合
「
給
食
セ
ン
タ
ー
L
 
建
設

S
卯
・
 
2
 
共
同
{
佰
舎
「
み
あ
と
寮
L

峻
工

S
々
・
 
8
 
家
族
寮
「
奈
保
団
地
」

竣
工

S
訂
・
 
8
 
婦
人
会
発
足

S
船
・
 
1
 
生
命
共
済
制
度
の
実
施

S
開
・
円
マ
ル
経
融
資
制
度

S
的
・
 
9
 
小
規
模
企
業
振
興
委
員

制
度

S
的
・
捻
・
巧
新
会
館
竣
工

S
引
・
 
5
 
友
好
倶
楽
部
発
足

S
駝
・
 
H
 
青
年
部
発
足

S
 
弱
・

大
店
法
3
条
届
出
に
ょ

る
8
店
舗
事
前
調
整

S
驗
・
円
創
立
舗
周
年

を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ご
高
承
の
通
り
三
十
五

周
年
の
零
行
事
は
少
い
か
と
思
い
ま
す
が
敢
之
て
こ

の
年
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
の
は
簡
潔
に
申
し
ま
し
て
、

益
々
加
重
さ
れ
て
ゆ
く
会
議
所
の
使
命
を
深
く
う
け
と

め
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
記
念
と
い
、
つ
も
の

は
過
去
の
足
跡
を
回
顧
し
且
反
省
し
今
日
よ
り
明
日
へ

更
に
清
新
な
気
風
を
以
て
た
く
ま
し
き
意
慾
の
許
に
ス

タ
ー
ト
す
べ
き
も
の
と
思
料
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
,
の

ぴ
て
ゆ
く
奈
良
の
一
翼
を
荷
う
当
商
工
会
議
所
か
皆
様

方
の
あ
た
た
か
き
ご
支
援
ご
指
導
の
も
と
に
今
よ
り
は
、

た
よ
り
が
い
の
あ
る
会
議
所
と
育
成
賜
り
ま
す
よ
う
関

係
者
一
同
心
を
新
た
に
し
感
謝
の
意
を
こ
め
お
願
い
を

申
し
あ
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
九

0
.
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歴
代
会
頭

ル
"
,
ノ
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亀
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内
就
任
年
月
日
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念

管
一
竃
、

角
・
・
、
趣
"
、

,
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、

'
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、

゛

'

人
人

法
個

゛

匂

峡

マ
イ
ナ
ス
か
ら
プ
ラ
ス
ヘ

稼
ぎ
出
す
人
止
業
づ
く
り
ー

〔

稼
ぎ
出
す
企
業
づ
く
り
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
自
力
で
業
績
を
良
い
方
向
に

変
え
る
稼
ぎ
人
を
つ
く
り
、
成
果
配

分
方
法
を
設
け
て
実
施
す
る
こ
と
で

あ
る
。

一
、
自
分
の
改
善
を
要
す
る
点
を
さ

ら
け
出
し
、
解
決
実
行
す
る
こ
と

で
あ
る
。
自
分
に
打
ち
勝
た
ず
に

他
人
に
打
ち
勝
つ
こ
と
は
で
き
な

、
0

ま
た
自
分
自
身
に
甘
い
と
い

、、
つ
こ
と
は
自
分
自
身
を
ダ
メ
に
す

る
と
同
時
に
会
社
を
ダ
メ
に
す
る
。

厳
し
さ
の
代
名
詞
は
利
益
で
あ
る
。

何
が
自
分
の
仕
事
上
の
欠
点
か
短

所
か
を
自
己
反
省
さ
せ
、
さ
、
わ
け
出

さ
せ
る
。
改
善
点
は
出
来
る
だ
け

泥
く
さ
く
恥
を
か
く
内
容
に
紋
る

こ
と
で
あ
る
。
次
に
改
善
点
の
中

か
ら
一
占
{
、
今
日
か
ら
実
行
す
る

こ
と
を
本
人
に
約
束
さ
せ
、
全
員

の
前
で
発
表
さ
せ
る
。
(
自
分
の

弱
い
と
こ
ろ
は
判
っ
て
い
て
も
自

分
に
は
弱
く
吸
協
す
る
た
め
に
仲

々
改
善
出
来
な
い
)
。
改
善
し
ょ

う
と
自
覚
し
た
時
、
強
い
圧
力
制

約
が
な
け
れ
ば
実
行
で
き
ず
、
ま

た
一
つ
の
事
を
実
行
で
き
ず
に
二

、

人
人

法
個

奈
良
市
人
口

世
帯
数
の
予
算

会
議
所

つ
も
三
つ
も
実
行
出
来
る
は
ず
が

な
い
。
自
分
で
発
表
し
た
以
上
は

責
任
が
あ
り
、
な
に
が
な
ん
で
も

や
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
し
、
約

束
し
た
こ
と
を
必
ず
実
行
さ
せ
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

約
束
事
を
全
紙
に
か
き
社
員
の
目

の
つ
く
所
に
掲
示
し
、
全
貝
の
前

で
朝
礼
時
に
本
人
に
約
束
事
を
唱

和
さ
せ
、
ど
の
よ
、
つ
に
実
行
し
た

か
を
発
表
さ
せ
る
。
こ
れ
を
継
続

し
実
行
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
次
に
一
週
間
、
約
束
事
を

自
己
評
価
さ
せ
全
貝
の
前
で
実

行
し
て
ょ
か
っ
た
点
、
改
善
を
要

す
る
点
と
そ
の
葵
を
発
表
さ
せ
、

自
己
反
省
を
行
わ
せ
、
再
び
改
善

実
行
の
約
束
を
さ
せ
る
。
こ
れ
を

必
ず
チ
エ
ッ
ク
(
追
求
、
反
省
、

改
善
)
し
な
け
れ
ば
自
己
改
善
が

で
き
な
い
。
小
ノ
く
と
も
五
週
以
上

や
る
こ
と
に
ょ
り
、
甘
え
と
マ
ン

ネ
リ
が
打
ち
破
、
わ
れ
、
イ
ヤ
な
事
、

?
わ
い
事
、
め
ん
ど
ぅ
な
事
に
立

ち
向
う
か
、
わ
フ
ァ
イ
ト
に
満
ち
た

社
貝
が
つ
く
ら
れ
る
。

ニ
、
問
題
意
識
を
常
に
持
ち
問
題
点

を
即
効
的
に
解
決
実
行
し
業
穎
の

向
上
を
は
か
る
こ
と
で
あ
る
。
ま

ず
業
績
の
向
上
を
防
げ
る
問
題
点

を
根
こ
そ
ぎ
洗
い
出
す
。
今
を
た

く
ま
し
く
生
き
抜
く
激
烈
な
生
存

競
争
に
勝
ち
抜
い
て
行
く
に
は
、

ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
璽
、

後
輩
、
上
司
の
区
別
な
く
大
い
に

論
争
し
、
そ
の
結
果
業
績
の
向
上

を
果
す
う
え
で
マ
イ
十
ス
に
な
る

こ
と
で
あ
れ
ぱ
、
た
と
え
長
年
良

し
と
し
て
続
け
て
き
た
こ
t
で
も
、

ヌ
ル
マ
湯
の
中
で
作
ら
れ
て
き
た

人
間
関
係
を
こ
わ
す
こ
と
に
な
ろ

う
と
も
、
特
定
の
偉
い
人
の
感
情

を
害
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
問

題
点
を
根
こ
そ
ぎ
洗
い
出
す
。
次

に
業
績
の
向
上
に
即
効
的
に
結
ぴ

つ
く
対
策
を
検
討
し
実
行
す
る
こ

と
で
あ
る
。
解
決
す
る
こ
と
に
ょ

り
最
も
効
果
の
大
き
い
問
題
点
よ

り
解
決
を
は
か
っ
て
ゆ
く
こ
と
で

あ
る
。
何
を
も
っ
て
解
決
す
る
の

か
テ
ー
マ
を
一
つ
に
綾
り
、
そ
れ

を
具
体
的
に
ど
ぅ
実
行
す
る
か
を

検
討
す
る
。
重
要
な
こ
と
は
実
行

す
る
こ
と
に
ょ
り
業
績
(
数
字
)

が
ど
ぅ
変
わ
る
の
か
、
チ
エ
ツ
ク

を
ど
の
よ
う
に
や
っ
て
ゅ
く
の
か

事
前
に
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

次
に
解
決
実
行
策
の
実
行
結
果
を

確
認
し
反
省
改
善
す
る
こ
と
で
あ

る
。
ノ
ル
マ
(
目
標
)
に
対
す
る

実
績
・
不
達
成
の
理
由
、
実
行
し

て
良
か
っ
た
点
、
改
善
を
要
す
る

点
、
今
後
の
対
策
等
を
検
討
す
る
。

会
員
数

人
人

法
個

4

(

(
一
旦

会
費
額

<
こ
の
結
果
作
戦
を
率
先
実
行
し
目

力
で
業
績
を
良
い
方
向
に
変
え
る

稼
ぎ
人
が
つ
く
、
わ
れ
尚
一
層
業
績

が
向
上
す
る
。

三
、
業
績
の
向
上
に
結
び
つ
く
賃
金

体
系
す
な
わ
ち
成
果
配
分
方
法
を

設
け
実
施
す
る
こ
と
で
あ
る
。
給

料
が
多
い
少
な
い
か
は
年
間
収
入

(
給
料
・
賞
与
)
で
比
較
す
べ
き

で
あ
り
、
賞
与
が
も
っ
ぱ
ら
成
果

配
分
の
役
目
を
季
こ
と
に
な
る
。

業
績
に
ス
ラ
イ
ド
し
た
賞
与
の
取

り
分
を
事
前
に
明
確
に
し
、
毎
月

の
業
績
と
賞
与
額
の
実
績
を
明
示

し
、
支
給
時
期
に
ま
と
め
て
支
給

す
る
。
そ
の
結
果
業
績
を
上
げ
る

こ
と
は
自
分
達
の
利
益
に
結
び
つ

く
と
い
う
こ
と
を
全
社
員
が
理
解

す
る
と
同
時
に
会
社
の
業
績
よ
り

も
自
分
の
貰
い
の
方
が
大
切
だ
と

い
う
貰
い
人
と
勤
め
人
が
な
く
な

る
。筆

者
略
歴

昭
和
三
十
三
年
神
奈
川
大
学
経

済
学
部
卒
。
日
本
能
率
協
会
な
ど

を
経
て
、
三
十
六
年
経
営
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
自
営
。
赤
字
会
社
を
黒

字
に
創
り
変
え
る
指
違
に
専
念
し

て
い
る
。
「
高
業
績
企
業
に
創
り

変
え
る
決
め
手
」
(
東
京
都
商
工

指
導
所
)
、
「
稼
ぎ
人
と
稼
ぎ
出

す
企
業
を
創
る
」
(
大
宮
商
工
会

議
所
)
、
「
繁
栄
す
る
計
数
管
理
」

(
日
本
生
産
性
本
部
)
な
ど
の
著

書
が
あ
る
。

侠
夕
Υ
忠

ノ

え
n
ス
ー

、
乃
・
少
才
ν

》
?
事
1

゛

セ
か
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.
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5

お
好
み
呉
服

茂
.
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奈
良
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寺
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商
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奈良県商工会議所三代
越智岩太郎氏
(昭和24年5月)

奈良会議所ニュース

.

;、^
^

,
、

耳'、

^

1

ノ

1ド

^

.!

奈良県商工会議所二代
二塚鞆吉氏
(a召和21年10月)

^^'

奈良商工会議所三代
上田慶治
(1V{和5]年10j])

、,

県a
ぜ

昭和56年10月10日(毎月1 回10日発行)

■

奈良県商工会議所初代
松井貞太郎氏
(昭和21年10月)

奈良商工会議所二代
大森久司氏
(昭和36年10月)

〔昭和56年〕

303,859人

97,219世帯
(8月末現在)

79,510,000円

(一般会計)

冨

奈良県商工会議所四代
奈良商工会議所初代
吉川島次氏
(昭和28年5月)

J

印召和35年〕
(地区改正)

1

2,509 名
(6月末現在)

134,316人

32,677世帯
(10月末現在)

10,000円
6,000円

フ,048,600円

ツタ

蔦田内外国 1寺許事務所

印召和21年〕

特許
(欧米、
ダ

弁理士蔦田璋子弁理士ま争上蔦田正
大阪市東区瓦町2丁目9番地ハラダビル部凱近鉄日本橋よ

電話大阪(06) 227 -5

.実用新案・意匠・商標の出願、審判、鑑定、外国出願
中南米、アジア、中近東各国、ヨーロッパ特許、 PCT、中国商標)

コンビュータによる特許情報検索および商標調査

786 名

74,723人

奈良商工会議所中小企業相談所顧問
相談日・木曜日

16,711世帯
(12月末現在)

2,000円
1,000円

242,600円

1,651名
(創立時)

1,000円
300円

青理 1 西森正博人 工学修士

り地下鉄「堺筋本町」下車北へ20om東仰D
5 3 5 (代)



第 157号(第三神郵便物認可)

一無担保・無保証人一
本触責制度は、奈良商工会議所の絲営指導を受けて絲営改筈し、出
凱を発展させようとおどえの方々に、必要な小口の出業資金を、商工
会,'所会"1の雛1凡でル1民金融公庫より無扣保・無保証人でお11しする
ものです。
貸付対象/常11キ雇用する従業貝の数が、商架・サービス業て

は 5 人以下、製造業その他では20人以下の企業で
あること。 q卞)環」克衛生業柯K飲食Pi、理・
笑容店、クリーニング店など)の力'は述,ル寳金に
隈られます。尚、'没備資金については環嶢衛生金
融公肺の小企業設備改筈資金が受けられます。

資金使途/設備資金・述、寳金
貸付限度額,/350万円(内運転資金3(川万円以内〕

率/年7.0%利
・必要に応じ 6 ケH以内の捌済期限/.没備 4年以内返
識きの取扱可均等偵還

述,1広 3年以内 ・必妾に応し6ケ"以内の据
桝きの耳吋及可均等供逮

担保・保証人/不妾(偏用保,址恊会の保証もいりません)
貸出機関/11,1民金触公座
※本制度についてのお問い合せは当所中小企業朴」談所

(TEL ⑳6222(イリまて。)

1再再美讐^讐賢翻鄭匠
奈良会議所ニュース

保師.内容

1)刑父による死亡のとき

昭和56年10月10日(毎月1 回10日発行)

2 }不慮の*故による死亡のとき

^^^^^^^^^^^

3 }不慮の,"般によるⅡ;上:のとき

4 )不感の!"般による通院のとき

不應の
嘔故に

」1【」

院のとき

4日以内の人院

j/

新

6 )病気による20H以上の入院

/1

5日以上の人院

フ)所定の于・術羚村σ内父・不施,の卓故}

12]日以士」80日まで

].000万円

jrlj

"

8 )

]5万円、500万円

2,000万円

成人病
による
人F完d)
とき

1 11にノ)き

鞆

"

9 )成人病による270日以上の入院

I U にノ)き

"

Ⅲ

20日以_上の入院

10)所定の手術給付(成人病)

3.000円

1 "にノコき

/1

3.000万円

Π!」

121H 以」ニ]80日まで

0万円~1,000万円

4,500円

1 旺にノJ き

5,000万円

1日ι:广)き

第 157号(第三種郵便物認可)

フ,500円

】日に0き

工事のための停電にご協力を

1 旺にーノき

4、500円

1川に0き
4,5/j円~]5万円

5.000円

]Ⅱにーコき

3,000円

1 討ι"0き

フ、500円

1 Ⅱに0 き

1 "にイ)き

12,500円

IUに0き

フ,000円

電気を安定しておとどけするため、設備の増強工事、改
修工事などのときには最少限の範囲で停電のお願いをす
ることがあります。ご理解とご協力お願いいたします。

フ.500円

1 "にノJき
フ,5/j円、25万円

4,000円

11川に0き
21万円または35万円

.」

5、000円

IHに0き

4し万円

I H にー)き

ぐ

10,000円

.,

嗹'^

5,000円

] 1【11に一J き
30万円または50万円

奈良会議所ニュース

,ノ

r

50万円

^関西電力妹奈良支店

昭和56年10月10日(毎月1 回10日発行')

7

(
(事業規模)

労働者51人以上
(特伊D労働者10人以上

50人以下

昭56 4 1

労働者10人未角
(特例) (庄)(8時問労働告ID

(庄)E刀和60年3月31日までに特例の延長の要否にっいて中央労働基凖審議会の意見を聴
き、その後の取扱いを决める

昭58 4 1

(特 1 仔1」)
(8時問労働痢"

電気・計装・空謂・管・防災士木

日召60 4 1

(8時問労働制)

, 匂

●敗締投会長岡本繁一
●取締役社長武田恭一

システムの信頼を高める

近電工
<省エネ>システムへの結集.ノ
近電工の技術です。

近識電条工率株夫倉゛士 支店長小柴薫
大阪市大淀区本庄稾2丁目3妻41号〒5316価(375)以X刃

奈良市西木辻町25の1
良支店 T E L0742(24) 1 1 21tf匂刀て

よる人

6
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労
働
時
間
の
特
例
廃
止
に
つ
い
て

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
も

八
時
問
労
働
制
が
適
用
さ
れ
る

f
1
-
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
!
ー
ー
ー
ー
一

労
働
基
準
法
は
、
労
働
条
件
の
最
美
容
業
興
業
の
事
業
、
病
院
、
診

も
基
本
的
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
労
療
所
、
社
会
福
祉
施
設
、
旅
館
、
料

働
時
問
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
一
.
理
店
、
飲
食
店
、
接
客
業
ま
た
は
娯

日
八
時
間
、
一
週
四
八
時
間
を
超
え
楽
の
事
業
に
従
事
す
る
労
働
者
の
労

て
労
働
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
働
時
間
に
つ
い
て
は
、
一
日
に
九
時
間
、

し
、
い
わ
ゆ
る
八
時
間
労
働
制
を
定
一
週
五
四
時
間
ま
で
労
働
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し

め
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
卸
売
・
小
売
業
た
。
こ
れ
が
労
働
時
間
の
特
例
と
い

令
吊
時
三
0
人
以
上
の
労
働
者
を
使
わ
れ
る
も
の
で
す
。
こ
の
特
別
を
認

用
す
る
事
業
場
を
除
く
。
)
、
理
・
め
て
い
た
労
働
基
準
法
施
行
規
則
が

一
内
、
一

一
案
検
定
試
験
の
ご
案
内
一

改
正
さ
れ
、
特
例
は
昭
和
五
六
年
四

月
一
日
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
し

た
が
っ
て
、
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
の
特
例
業
種
に
つ
い
て
も
、
八
時

間
労
働
制
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
で
は
業

種
が
多
種
多
様
で
あ
り
中
小
零
細
規

模
の
事
業
場
が
多
い
た
め
、
即
時
一

律
に
労
働
時
間
の
特
例
を
廃
止
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
特
に
規
模
の

小
さ
い
事
業
場
で
は
八
時
間
労
働
制

へ
の
移
行
に
相
当
の
対
応
期
間
を
必

要
と
す
る
そ
考
、
え
、
わ
れ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
暫
定
措
置
と
し
て
次
の
よ
う
に

事
業
規
模
に
応
じ
て
段
階
的
に
八
時

間
労
働
制
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

つ
て
い
ま
す
(
図
姦
)
0

①
常
時
五
一
人
以
上
の
労
働
者
を

使
用
す
る
事
業
・
:
:
:
:
五
六
年
四

月
一
日

②
常
時
-
0
人
以
上
五
0
人
以
下

(
卸
・
小
売
業
に
つ
い
て
は
常
時

-
 
0
人
以
上
三
0
人
末
満
)
の
労

働
者
を
使
用
す
る
事
業
:
・
:
:
・
・
五

八
年
四
月
一
日

③
常
時
-
0
人
末
満
の
労
働
者
を

使
用
す
る
事
業
・
:
:
:
:
六
0
年
四

月
一
日

労
働
時
間
の
「
特
例
」
が
廃
止
さ

れ
ま
す
と
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
も
労
働
時
間
は
、
休
憩
時
間
を
除

い
て
一
日
八
時
間
ナ
と
超
え
て
は
な
、
わ

な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
特
例
を
前
提
と
し

た
労
働
時
間
制
(
九
時
間
労
働
制
)

第
肪
回
英
交
タ
イ
ピ
ス
ト
検
定
試
験

行

十
一
月
八
日
(
第
二
日
曜
日
)

申
込
付
受
期
問
十
月
十
四
日
咽
1
十
月
十
六
日
剛

現
在
の
よ
う
に
不
姦
の
多
い
時

代
に
は
是
非
と
も
こ
の
よ
、
つ
な
制
度

を
利
用
し
て
、
{
女
心
し
て
働
、
わ
け
る

環
境
、
、
つ
く
り
が
必
要
で
す
。

十
月
・
十
一
月
は
こ
の
制
度
の
加

入
促
進
月
間
と
し
て
推
進
職
員
が
貰

事
業
所
を
訪
問
い
た
し
ま
す
の
で
こ

の
機
会
に
是
非
ご
加
入
賜
わ
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

(
詳
細
は
係
ま
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
)

◎
◎
◎
◎

第
"
回
簿
記
検
定
試
験

行
十
一
月
十
五
日
(
第
三
日
昭
日
)

申
込
受
付
期
間
十
月
十
九
日
⑪
1
十
月
二
十
二
日
納

を
採
用
し
て
い
る
事
業
場
で
は
、
所

定
労
働
時
間
の
変
更
時
間
外
労
働

の
取
扱
い
の
変
更
(
八
時
間
を
超
之

て
労
働
さ
せ
る
場
合
は
、
割
増
賃
金

の
支
払
義
務
が
生
じ
る
)
な
ど
の
労

働
条
件
の
手
直
し
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
三
六
協
定
の
改
定
お
よ

ぴ
届
出
、
就
業
規
則
の
変
更
お
よ
び

届
出
等
の
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

特
例
の
廃
止
に
つ
い
て
の
詳
し
い

こ
と
は
、
奈
良
労
働
基
準
局
監
督
課

又
は
最
寄
の
労
働
基
準
監
督
署
へ
お

問
合
せ
下
さ
い
。
(
奈
良
労
働
基

準
局
)

f
、
、
、
、
、
、
ー
、
、
、
、
、
、
、
 
4
、
、
、
1
 
盲
 
4
向
、
、
 
1
 
向
 
1
 
亀
司
キ
、
、
'
通
.
ー
'
ー
ー
ー
、
 
1
 
§
 
1
 
4
 
.
'
ー
.
青
,
、

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
当
所
検
定
係
(
担
当
富
田
)
ま
で

T
E
L
部
1
六
二
一
二
代

^
'
 
L
ヅ
ー
P
 
シ
、
ジ
、
が
、
ヅ
ー
"
.
'
リ
ー
"
゛
.
"
F
 
、
、
シ
 
L
4
,
、
町
.
、
.
 
i
シ

瓢

マ
ル
経
審
査
委
員
決
ま
る

ゞ

一
委
員
長
に
大
東
副
会
頭
一

▲
一
^
 
4
 
^
^
弓
^
 
4
 
"
、
で
^
 
4
 
^
州
'
'
'
、
゛
,
 
4
 
4
 
ι
「
 
4
η
四
1
 
'
ー
'
、
'
ー
-
^

◎
◎

こ
の
ほ
ど
、
マ
ル
経
(
小
企
業
等

経
営
改
善
資
金
触
資
制
度
)
審
査
会

委
貝
の
任
期
満
了
に
ょ
る
委
嘱
扶
日
之

が
行
わ
れ
、
次
の
通
り
委
員
が
決
ま

つ
た
。
(
順
不
同
・
敬
称
略
)

委
貝
長
大
東
善
治
(
副
会
頭
・
大

和
観
光
総
社
長
)

・
代
行
谷
奥
対
一
(
奈
良
市
経
済

音
長
)

委

員

上
村
次
郎
桶
轟
姿
些

水
谷
邪
人
桶
あ
か
し
や
分
些

松
岡
太
郎
桶
一
一
霧
"
k

住
井
恒
雄
(
セ
イ
コ
ー
堂

時
計
店
代
表
者
)

藤
原
公
(
総
南
都
銀
行

蕃
査
部
長
)

中
林
直
義
桶
伐
川
組
社
些

紺
赤
稔
嘉
艸
務
理
嘔
〕

5

奈
良
商
工
会
議
所

大
型
保
障
制
度
の
お
す
す
め

当
所
で
は
昭
和
五
卜
一
年
五
月
よ

リ
会
員
事
業
所
の
経
営
者
・
幹
部
社

貝
の
福
祉
向
上
を
計
り
、
事
業
所
の

経
営
の
安
定
を
計
る
た
め
、
最
高
二

憶
円
ま
で
保
障
で
き
る
制
度
を
実
施

い
た
し
多
く
の
加
入
者
に
好
評
を
博

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
事
故
の
避
院
・
病

気
の
入
院
・
手
術
か
ら
も
し
万
一
の

場
合
ま
で
幅
広
く
高
額
な
保
障
か
、
つ

け
ら
れ
る
画
期
的
な
制
度
で
す
。
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^
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.
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゛
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.
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、
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・
,
゛
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こ
愚
.
、
・
、
・
、
二
七
、
.
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1
九
月
講
師
例
会
開
催
1

当
所
青
年
部
は
、
去
る
九
月
十
一
日

県
立
短
期
大
学
の
由
比
凌
教
授
を
お

招
き
し
,
最
近
の
景
気
動
向
を
め
ぐ

つ
て
"
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
講
師
例

会
を
、
開
催
し
た
。

そ
の
中
で
由
比
氏
は
、
総
需
要
の
好

調
に
ょ
る
在
庫
調
整
の
進
展
と
、
物

価
安
定
傾
向
を
根
拠
と
し
て
、
五
月

に
経
済
企
画
庁
が
景
気
底
雜
れ
宣
言

を
発
し
た
事
に
ふ
れ
た
。

日
銀
等
は
、
在
庫
調
整
の
進
展
は
、

総
需
要
の
好
調
に
ょ
る
も
の
で
は
な

企
業
の
減
産
体
制
が
原
因
で
あ

、

<る
と
し
て
景
気
回
復
に
依
然
慎
重
で

あ
る
も
の
の
景
気
は
緩
や
か
に
上

昇
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
経
済
は
、

第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
と

す
る
四
十
八
年
以
降
、
大
き
な
消
費

増
大
は
な
く
、
五
年
不
況
、
二
十
ケ

月
好
況
と
い
う
景
気
循
環
を
た
ど
り
、

実
質
経
済
成
長
率
五
パ
ー
セ
ン
ト
以

下
と
い
う
低
成
長
経
済
に
、
ど
っ
ぷ

り
浸
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
の
様
に
、
不
況
の
ト
ン
ネ
ル
を
脱

し
て
も
、
す
ぐ
新
た
な
不
況
が
来
る

事
か
ら
由
比
氏
は
、
こ
れ
を
山
陽
新

幹
線
型
景
気
と
名
付
け
た
。

な
ぜ
山
陽
新
幹
線
型
と
な
る
の
か
。

過
剰
設
備
を
抱
え
、
か
つ
消
費
が
伸

ぴ
な
い
為
、
利
潤
率
の
低
下
を
製
品

値
上
げ
や
価
格
協
定
で
カ
バ
ー
す
る

価
格
指
向
型
の
企
業
が
多
く
、
消
費

拡
大
に
対
す
る
企
業
努
力
が
欠
け
て

い
る
点
に
、
あ
げ
ら
れ
る
。

低
成
長
経
済
の
特
徴
は
、
市
場
拡
大

率
の
鈍
化
、
企
業
間
競
争
の
激
化
、

優
勝
劣
敗
原
理
の
貫
徹
、
更
に
消
費

者
選
択
の
激
化
、
金
融
機
関
の
選
別

融
資
の
強
化
等
で
あ
り
、
そ
の
し
わ

寄
せ
を
受
け
る
中
小
企
業
経
営
は
、

一
段
と
厳
し
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
高
度
成
長
期
の
様
に
、
設
備

投
資
や
輸
出
に
ょ
る
経
済
発
展
が
で

き
な
い
現
在
、
消
費
拡
大
に
、
大
き

く
目
を
向
け
る
以
外
に
、
景
気
回
復

の
道
は
な
い
。

そ
の
為
に
は
、
今
巳
の
様
な
工
業
口

ボ
ッ
ト
を
始
め
と
す
る
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
目
的
の
技
術
革
新
よ
り
も
、
消
費

者
の
二
ー
ズ
に
合
っ
た
良
質
安
価
な

製
品
提
供
を
目
的
と
す
る
技
術
革
新

に
総
力
を
傾
注
す
べ
き
で
あ
る
と
強

調
し
、
由
比
氏
は
結
ぴ
と
さ
れ
た
。

こ
の
様
に
、
今
回
は
経
営
者
に
と
っ

て
深
い
関
心
事
で
あ
る
景
気
動
向
が

題
材
と
あ
っ
て
、
参
加
し
た
四
十
名

の
若
手
経
営
者
は
、
真
剣
な
表
情
で

実
の
有
る
例
会
と
す
る
事
が
で
き
た
。
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9
月
第
一
例
会

9
月
8
日
閃
十
八
時
よ
り
二
十

時
ま
で
バ
リ
島
旅
行
団
の
報
告
を

聞
い
た
。
西
田
団
長
よ
り
バ
リ
島

の
宗
教
的
背
景
、
産
業
等
、
又
土
産

品
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。
現
地

の
様
子
に
つ
い
て
は
、
ス
ラ
イ
ド
、

8
ミ
リ
映
画
等
に
ょ
っ
て
説
明
さ
れ

た
。

士

総
務
委
員
会
開
催

九
月
十
八
日
樹
午
後
四
時
よ
り

商
工
会
議
所
三
階
に
お
い
て
住
井

委
員
長
他
四
名
の
出
席
を
得
て
開
催

昭
和
五
十
五
年
度
事
業
報
告
並
び

に
収
支
決
算
を
審
議
、
い
ず
れ
も
了

承
さ
れ
た
。
日
曜
日
の
開
館
と
い
う

一
部
の
方
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
食

堂
が
休
み
で
あ
る
し
今
後
エ
ス
カ
レ

ー
ト
を
し
苦
情
の
元
に
な
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
今
ま
で
通
り
閉
館
し
て
お

く
こ
と
と
し
た
。

9
月
第
二
例
会

9
月
二
十
二
日
図
八
時
四
十
五

分
バ
ス
に
て
壺
坂
寺
に
参
拝
。

常
盤
住
職
の
お
話
と
観
音
像
建
立
現

場
を
拝
観
。
又
盲
老
人
ホ
ー
ム
・
慈
母

園
を
慰
問
し
、
昼
食
の
後
飛
鳥
資

料
館
を
見
学
を
し
て
十
七
時
に
帰
着

し
た
。
参
加
者
一
同
右
意
義
な
会

合
で
あ
っ
た
と
す
が
す
が
し
い
顔
を

し
て
い
た
。
参
加
者
二
十
五
名
。

友
好
倶
楽
部
会
員
募
集
中
ノ
.

奈
良
商
工
会
議
所
友
好
倶
楽
部
で

は
会
員
を
募
集
中
で
あ
り
ま
す
。

会
貝
二
名
の
方
の
紹
介
を
得
て
会

員
委
員
会
、
理
事
会
の
入
会
承
認
決

定
を
得
て
入
会
金
五
十
万
円
を
払

入
み
入
会
が
決
定
し
ま
す
。

年
会
費
は
五
万
円
で
す
。

詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ

下
さ
い
。

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
.
.
.
.

.
経
.
慾

企
一
:
. .

繁
忙
期
に
は
忙
か

か
し
く
て
身
体
か

も
た
ぬ
と
ヒ
イ
ヒ

イ
云
っ
て
い
る
か

と
思
っ
と
、
閑
散

期
に
は
光
上
げ
の

あ
が
ら
な
い
の
に

正
副
会
長
会
識
開
催

九
月
十
四
日
側
午
前
十
一
時
よ
り

商
工
会
議
所
二
階
に
お
い
て
開
催

昭
和
五
十
五
年
度
事
業
報
告
並
び

に
収
支
決
算
を
審
議
、
い
ず
れ
も
了

承
さ
れ
た
。

、
、
、
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r

イ
ラ
イ
ラ
す
る
経

営
者
が
い
る
。
繁
忙
期
と
閑
散
期
は

同
じ
頃
に
毎
年
繰
り
遇
さ
れ
る
こ
と

は
解
っ
て
い
る
の
に
、
気
持
の
動
捕

を
止
め
る
こ
と
か
で
き
な
い
よ
、
つ
だ
。

こ
れ
は
売
士
け
を
成
り
行
き
ま
か

せ
に
し
か
見
て
い
な
い
か
、
わ
で
あ
る
。

例
え
ば
、
ニ
、
八
月
は
商
売
か
閑
な

回
り
あ
力
せ
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の

月
の
予
{
発
上
高
か
わ
か
っ
て
お
り
、

あ
る
時
点
の
売
上
高
か
そ
れ
な
り
の

一

時
期
に
つ
い
て
は
、
検
肘
の
上
最
近

五
力
年
分
の
贇
料
を
用
い
る
必
要
も

あ
る
。
)

さ
て
年
間
敗
売
予
刈
に
は
、

①
第
二
飯
、
第
三
趣
の
対
前
年

度
則
加
率
を
計
算
す
る
。

②
増
加
率
の
平
均
を
算
す
る
。
こ

こ
で
一
蕪
す
べ
き
こ
と
は
、
第

三
度
か
ら
予
削
年
度
へ
の
条
況

か
上
向
き
か
下
向
き
か
に
ょ
っ

て
平
均
増
加
率
を
多
壱
正
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

③
こ
の
平
均
増
加
率
(
又
は
修
正

平
均
増
加
率
)
プ
ラ
ス
一
を
第

電
電
電

<

9

反

1
町

目
庄

丁
ノ
即

1
後
π

町
丹
町

条
市
田

二
山
谷

市
郡
市

良
和
駒

奈
大
生

店
店
店

〔
舒
報
〕

友
好
倶
楽
部
会
員
の
ひ
か
り
装
飾

総
代
表
取
締
役
安
井
正
市
氏
が
九

月
二
十
日
、
県
立
奈
良
病
院
で
死
去

さ
れ
ま
し
た
。
享
年
五
十
七
才
。

こ
こ
に
つ
つ
し
ん
で
深
く
衷
悼
の

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

達
成
度
合
を
尓
し
て
お
れ
ば
、
気
持

を
イ
ラ
つ
か
せ
る
よ
、
つ
な
こ
と
は
な

い
筥
で
あ
る

そ
こ
で
、
簡
単
な
月
別
墜
ル
計
画

の
樹
て
方
に
つ
い
て
述
べ
よ
、
つ
。
一

般
に
販
売
計
画
を
作
成
す
る
に
は

ま
す
年
間
販
売
額
の
予
測
を
行
な
い

そ
の
額
を
、
季
節
変
動
指
数
を
用
い

て
各
月
に
割
当
て
る
と
い
う
方
法
を

,
、
タ

寺
山
駒

大
山
駒

-
 
0
0
で
年
間
合
計
一
、
二
0

0
と
す
る
。

④
各
月
平
均
売
上
高
に
弌
二
0

0
を
乗
ヒ
た
も
の
を
各
月
平
均

売
上
高
合
計
雨
る
と
月
別
指

数
が
算
出
さ
れ
る
。

こ
の
月
別
指
数
が
、
す
な
わ
ち
、

季
節
変
動
指
数
で
、
各
企
業
の
商
品

性
格
、
季
節
変
化
、
年
間
行
事
な
ど

に
ょ
る
売
上
げ
の
変
動
を
指
数
で
と

、
わ
え
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

各
月
の
予
定
売
高
は
、

さ
き
に
予
測
し
た
年
間
予
定
売

上
高
に
、
各
月
の
月
別
指
数
を

西
郡
生

'

靴
一
*

に暮

凡

8

(
・

計
画
が
あ
る
と

、
''、

毛地

と
るま

ず
、
別
表
「
季
節
変
動
指
数
の

算
出
と
同
指
数
に
ょ
る
月
別
敗

当
L
 
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
売
上

高
は
、
最
近
二
力
年
分
を
用
い
る

(
た
だ
し
、
U
溌
の
変
動
の
は
げ
し
い

二
年
度
年
間
売
上
高
に
乗
じ
六

も
の
が
、
↓
両
年
度
の
予
霍

上
高
と
な
る

)
の
よ
、
つ
に
し
て
決
め
、
わ
れ
た
年

闇
予
定
売
上
高
を
各
月
の
合
理
的
な

予
髪
ル
上
高
に
案
分
す
る
た
め
に
は

季
節
変
動
指
数
を
出
さ
ね
ぱ
な
、
わ
な

い
。
そ
れ
に
は

①
最
近
二
力
年
の
各
月
の
売
上
高

の
平
均
を
計
算
す
る

②
各
月
の
平
均
売
上
高
の
合
計
を

出
す

③
月
別
指
数
は
、
何
か
に
つ
け
一

便
冽
よ
い
よ
う
に
、
月
平
"
か

出
来
る
か
、
わ
、
資
金
の
計
画
も
た
て

る
こ
と
か
で
き
、
不
意
の
出
費
に
あ

力
て
た
り
す
る
こ
と
は
な
く
な
る
。

か
く
て
、
計
画
は
、
経
営
者
に
余

裕
を
も
っ
て
企
業
連
営
を
す
る
契
機

と
な
る

¥一

笈
一

余
裕
が
生
れ
る

中
小
企
業
診
断
士
井
上
誠
逸

1■←J

風

一
、
二
0
0
で
除
し
た
も
の
を

掛
け
る
と
算
出
さ
れ
る

一
の
よ
、
?
に
し
て
算
出
さ
れ
た
千

定
売
上
高
は
販
売
計
画
と
し
て
、
今

後
の
企
業
の
運
営
や
諸
活
動
を
見
て

い
く
上
の
重
要
な
資
料
と
な
る

〕
の
よ
う
に
繁
閑
が
明
瞭
に
わ
か

る
と
、
閑
な
と
き
に
は
所
要
を
片
付

け
た
り
、
繁
忙
期
に
そ
な
え
て
身
力

を
や
し
な
っ
て
お
く
こ
と
も
で
き
る

ま
た
、
売
上
高
同
様
仕
入
高
や
経
費

予
訓
を
し
期
末
在
庫
を
把
握
し
て
お

け
ば
、
予
定
利
益
が
力
か
り
、
そ
れ

に
対
す
る
税
額
も
子
め
知
る
こ
と
が

十.一Ⅱ

丁
3

5
3

路
収

大
俳

条
則
四
奈
市
L

良
E

奈
T

売
上
高

数

9

.
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第 157号(第二種郵便物認可) 奈良会議所ニュース 昭和56年10月10日(毎月1 回10日発行)

別表:季節変動指数の算出と同指数による月別敗売割当

第1年度

第2年度

1月

第3年度

141

2月

各月平均

月別 1

165

105

3月

189

甲^....^....^.■..^●●■■^●●●■^.■..^●■●●^●●●●^●■.●^■■■■^....^

132

148

4月

第157 号(第三種郵便物認可)

]65

145

169

こ自身の巣をもつという二とは

150

5月

79

127

200

]74

224

156

6月

6]

172

2]2

186

173

218

＼フレストラン

7 11

82

179

C.ぞン《"

227

264

233

256

8月

86

190

304

営業時間
(パプタイム

305

244

114

9月

91

262

346

、....^...■^■卑..^...■^●●●■^●●●■^.●■●^●●●■^●●●●^■●●●^■...^.....

132

258

]30

1011

]26

302

154

156

9:00~22:00

17:00~22:00)

357

152

Ⅱ月

145

133

]92

160

ボトルキープ

4H

226

12月

64

奈良会議所ニュース

159

203

276

181

325

ニッカG&G 3,200円
スーバーニッカ4,000円
キングジョージ4,500円

76

172

309

365

2121

215

則加率

82

270

428

2484

233

]29

373

2909

0.17

奈良商工会議所会館地階

366

179

2504

0.17

508

]200

1,」0

0.17

3403

白衣・事務服・作業服
〔奈良県庁・奈良市役所指定業者〕

薹襄子モ^ユニフォーム

昭和56年10月10日(毎月1 回10日発行)
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税
の
処
分
に
不
服
の
あ
る
と
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税
務
署
か
ら
更
正
、
決
定
や
差
押
之
な
ど
の
処
分
を
受
け
て
、
そ
の
処

分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
不
服
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
0

こ
の
不
服
申
立
て
に
は
、
直
接
、
処
分
を
受
け
た
税
務
署
に
対
す
る
「
異

議
申
立
て
」
と
異
議
申
立
て
の
決
定
に
、
な
お
不
服
が
あ
る
と
き
に
国
税

不
服
申
立
て
の
手
続
や
、
納
税
者
の
不
服
を
審
査
す
る
国
税
不
服
審
判
所

の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し
ま
し
ょ
、
つ
。

税
務
署
長
に
申
告
し
た
所
得
や
税

額
が
、
調
査
し
た
額
と
異
な
る
と
き
、

税
務
署
長
は
そ
の
申
告
額
を
「
更
正
」

し
ま
す
。
ま
た
、
確
定
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
、
わ
な
い
人
が
、
申
告
を
し

な
か
っ
た
と
き
は
、
税
務
署
長
は
調

査
し
た
結
果
に
基
つ
い
て
所
得
や
税

額
を
「
決
定
」
し
ま
す
。

し
か
し
、
税
務
署
長
か
、
わ
の
更
正
、

決
定
の
通
知
や
、
差
押
え
な
ど
税
務

署
長
の
処
分
に
つ
い
て
「
そ
の
理
由

が
よ
く
分
か
ら
な
い
」
と
か
「
処
分

を
受
け
た
理
由
に
納
得
が
い
か
な
い
」

な
ど
、
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
税
務

署
長
に
対
し
て
「
異
議
申
立
て
」
を

す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

税
務
署
長
は
異
議
申
立
て
に
理
由

が
あ
る
か
ど
、
つ
か
十
分
調
べ
て
異
議

の
決
定
を
し
ま
す
が
、
そ
の
決
定
に

な
お
不
服
の
あ
る
と
き
は
、
更
に
国

が
で
き
ま
す
。
審
査
請
求
は
、
異
議

申
立
て
に
つ
い
て
の
決
定
通
知
を
受

け
た
日
か
ら
一
か
月
以
内
に
書
面
で

行
っ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
用
紙

は
国
税
不
服
審
判
所
や
税
務
署
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
異
議
申
立
て
を
し
て
か
ら

三
か
月
た
っ
て
も
税
務
署
長
か
,
わ
異

議
申
立
て
に
対
し
、
、
決
定
の
通
知
が

な
い
と
き
は
、
そ
の
決
定
を
待
た
な

で
、
国
税
不
服
審
判
所
長
に
対
し

いて
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

な
お
、
青
色
申
告
者
の
場
合
は
、

異
議
申
立
て
を
し
な
い
で
、
直
接

国
税
不
服
審
判
所
長
に
対
し
て
、
審

査
請
求
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
更
正
の
通
知
を
受
け

た
日
か
ら
二
か
月
以
内
と
な
っ
て
い

ま
す
。国

税
不
服
審
判
所
と
は

国
税
不
服
審
判
所
は
、
昭
和
四
十

五
年
に
国
税
局
や
税
務
署
か
ら
独
立

し
た
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
、
今
年

で
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
こ
の

審
判
所
は
、
納
税
者
の
権
利
や
利
益

を
救
済
す
る
た
め
に
専
門
灼
な
曳

織
と
豊
畠
な
経
験
を
持
っ
た
審
判
官

が
公
正
な
立
場
で
審
査
し
、
納
税
者

の
不
服
を
解
決
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

審
判
所
で
は
、
納
税
者
か
ら
審
査

請
求
が
出
さ
れ
ま
す
と
、
三
人
以
上

の
審
判
官
に
ょ
っ
て
、
納
税
者
と
税

務
署
長
の
ど
ち
、
わ
の
主
張
が
正
し
い

か
を
慎
重
に
審
理
し
、
合
議
を
重
ね

税
不
服
審
判
所
長
に
対
し
て
「
審
査

請
求
」
を
し
て
救
済
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

異
議
申
立
て
は
税
務
署
へ

税
務
署
長
か
、
わ
更
正
や
決
定
を
受

け
た
り
、
財
産
の
差
押
え
を
受
け
た

場
合
な
ど
、
、
そ
の
処
分
に
納
得
で

き
な
い
と
き
は
、
そ
の
処
分
の
通
知

を
受
け
た
日
か
ら
二
か
月
以
内
に
、

税
務
署
長
に
対
し
て
「
異
議
申
立
て
」

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
異

議
申
立
て
は
、
必
ず
書
面
で
行
う
こ

と
に
な
っ
て
お
り
用
紙
は
税
務
署
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

な
お
不
服
の
あ
る

と
き
は
審
査
請
求
を

異
議
申
立
て
に
対
す
る
税
務
署
長

の
異
議
の
決
定
に
な
お
不
服
が
あ
る

と
き
は
、
国
税
不
服
審
判
所
長
に
対

し
て
、
「
審
査
請
求
」
を
す
る
こ
と

(

特
定
商
工
業
者
の

皆
さ
ま
へ
ガ
一

先
般
送
付
致
し
ま
し
た
法
定
台
帳
・

同
意
圭
白
・
未
提
出
の
方
は
今
月
未

日
ま
で
に
回
答
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

て
議
決
し
ま
す
。
こ
の
議
決
に
基
づ

て
、
国
税
不
服
審
判
所
長
が
最
終

い的
な
裁
決
を
し
、
審
査
請
求
を
し
た

納
税
者
に
通
知
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
場
合
、
国
税
庁
長
官

の
示
し
て
い
る
税
法
上
の
解
釈
と
異

な
る
内
容
の
裁
決
を
す
る
こ
と
も
で

き
る
よ
、
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
:
・
国
税
不
服
審
判
所
長
の
裁
決
に

対
し
て
、
な
お
不
服
の
あ
る
と
き

や
、
審
査
請
求
を
し
て
か
ら
三
か

月
以
内
に
裁
決
が
な
い
と
き
は
、

裁
判
所
に
一
璽
を
提
起
す
る
こ
と

か
で
き
ま
す
。

◎
:
・
異
議
申
立
て
や
審
査
請
求
に
は
、

裁
判
の
よ
、
つ
な
難
し
い
手
続
は
い

り
ま
せ
ん
し
、
費
用
も
一
切
か
か

り
ま
せ
ん
。

国
税
不
服
審
判
所
の
所
在
地

大
阪
国
税
不
服
審
判
所

(
〒
五
四
0
)

大
阪
市
東
区
大
手
前
之
町
一

大
阪
合
同
庁
舎
第
三
号
館

^
^
^
1
9
4
3
1
0
3
7
0

(

昭
和
五
十
六
年
度

育
児
休
業
制
度
の
お
す
す
め

'

乳
幼
児
を
も
つ
勤
労
婦
人
が
希
望

し
た
場
合
、
職
場
で
の
自
分
や
地
位

を
失
わ
な
い
で
、
工
疋
期
間
休
業
し

て
育
児
に
専
念
し
た
後
、
再
び
復
職

す
る
こ
と
が
で
き
る
育
児
休
業
制
度

を
ご
存
知
で
す
か
。

労
働
省
で
は
、
同
制
度
の
普
及
を

は
か
る
た
め
次
の
要
領
に
ょ
り
育
児

休
業
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

〔
育
児
休
業
奨
励
金
〕

▽
支
給
対
象

次
の
よ
う
な
育
児
休
業
制
度
を
新

た
に
設
け
た
事
業
主

①
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

②
子
供
が
一
歳
に
な
る
ま
で
育
児

休
業
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

て
あ
る
こ
と
。

③
利
用
で
き
る
勤
労
婦
人
の
範
囲

<

が
著
し
く
限
、
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
0

▽
支
給
額

一
企
業
あ
た
り

中
小
企
業
三
0
万
円

大
企
業
二
五
万
円

▽
支
給
申
請

育
児
休
業
制
度
に
ょ
っ
て
三
力
月

以
上
休
業
し
た
者
か
で
た
時
点
で

申
請
で
き
ま
す
。
申
請
は
、
そ
の

勤
労
婦
人
が
三
力
月
間
休
業
し
た

日
か
、
わ
三
力
月
以
内
に
婦
人
少
年

室
へ
・
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記

に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

奈
良
婦
人
少
年
室

奈
良
市
登
大
路
町
奈
良
合
同
庁
舎

似
奈
良
⑳
0
六
0
五

「
ー

新
役
=
貝

新
厶
吾
貝

V
昭
和
住
設
妹
・
権
野
正
昭
'
三
条

大
路
-
 
1
五
1
三
一
八
・
住
宅
設
備
機

器
販
・
不
動
産
業
・
@
ハ
ニ
ニ
ニ

コ
ー
ヒ
ー
、
ソ
ヨ
ッ
.
7
 
0
ハ
ー
ル
.
稲

葉
重
長
・
逸
旦
美
ケ
丘
四
1
五
1
五

喫
茶
・
@
四
三
0
八

マ
ひ
ょ
、
つ
た
ん
・
加
藤
{
亘
子
子
.
三

碓
町
三
二
七
・
お
好
み
焼
・
@
八
六

一
一ワ大

石
電
機
・
大
石
明
・
中
辻
町

昭
和
驗
年
度

婦
人
労
働
旬
間
に

つ
い
て

昭
和
郭
年
度

今
日
の
婦
人
労
働
者
の
増
加
に
と

も
な
、
つ
問
題
、
悩
み
等
に
対
処
す
る

た
め
、
奈
良
婦
人
少
年
室
で
は
婦
人

労
働
句
間
に
合
わ
せ
、
婦
人
労
働
問

題
の
特
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

七
0
 
・
電
機
部
口
叩
組
立
加
工
・
⑳
八

六
六
0

▽
落
合
登
記
事
務
所
・
落
合
昭
雄

高
畑
町
大
道
一
二
一
五
1
五
・
司
法

書
士
・
⑳
一
四
六
九

▽
き
も
の
ア
レ
コ
レ
病
院
・
藤
岡
三

大
宮
町
六
1
二
五
1
六
・
悉
皆

、
伯

⑭
二
一
二
三

マ
大
和
動
物
亜
皿
園
・
藤
本
弘
・
大

森
町
ニ
ハ
・
ペ
ソ
ト
葬
儀
・
⑳
三
七

七
九

マ
士
口
田
。
フ
り
、
ノ
ト
・
吉
田
松
夫
・
疋

田
町
-
1
九
七
・
軽
印
刷
・
⑮
三
四

一
九

、
,
(

〔
←
一

そ
の
他
の
仕
用
に
つ
い
て
は
、
別
に
・
延
め
る
と
こ
ろ
に
ょ
る
、

品

そ
の
他
ノ
"
,
礼
を
Π
的
と
し
た
柚
川
よ
札
乍
料
金
の
 
5
削
M
と
す
る

品乢
.
尻
鴫
は

斗
ポ
村
余
の
〕
一
Ⅱ
"
N
L
一
す
る

川1
 
貼
Π
^
ト
^
.
Ⅱ
雌
.
コ
ー
"
^
田
1
す
ー
ノ
小
 
2
"
ロ
^
'
と
^
る

広
く
相
談
を
受
け
つ
け
る
。

▽
実
施
期
間

昭
和
騎
年
W
月
幻
日
1
田
日

午
前
9
時
1
午
後
5
時
(
但
し
日

曜
除
く
。
土
曜
半
日
)

▽
実
施
場
所

奈
良
婦
人
少
年
室

奈
良
市
登
大
路
町
釘

奈
良
合
同
庁
舎
四
階

◎
電
話
で
も
受
付
け
可

制
奈
良
⑳
0
六
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五
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方矢イテ
中学・高校への最高の進学実績と補習教育の充実


